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古
文
書
解
読
チ
ャ
レ
ン
ジ
講
座 

第
十
回 

八
丈
島
と
江
戸
（
東
京
） 

平
成
二
十
二
年
九
月 

 
 

東
京
都
公
文
書
館 

 

  
今
回
は
、
東
京
都
公
文
書
館
が
所
蔵
す
る
明
治
初
年
の
公
文
書

『
順
立
帳
』
か
ら
、
八
丈
島
と
江
戸
（
東
京
）
の
関
わ
り
を
示
す

文
書
を
読
ん
で
い
き
ま
す
。 

『
順
立
帳
』
は
、
当
館
が
所
蔵
す
る
明
治
期
の
公
文
書
の
な
か

で
最
も
早
期
に
作
ら
れ
た
文
書
の
ひ
と
つ
で
、
『
順
立
帳
』
と
い

う
名
称
が
表
す
と
お
り
、
主
と
し
て
明
治
元
年(

一
八
六
八)

九
月

か
ら

明

治

四
年(

一
八

七
一)

十

二

月

ま
で

の

間
に

作

成

さ
れ

た

大
量
の
書
類
、
を
基
本
的
に
編
年
体
（
書
類
の
作
成
時
期
の
順
）

に
綴
じ
た
簿
冊
群
で
、
一
五
六
冊
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。 

『
順
立
帳
』
に
つ
い
て
の
詳
し
い
紹
介
は
「
公
文
書
館
だ
よ
り
」
第
１
号

に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

 

出
典
：『
明
治
二
年 

順
立
帳 

六
』 

 

請
求
番
号
６
３
２
―
Ｅ
３
―
１ 

 

 

【
史
料
】
本
湊
町
与
市
の
八
丈
島
帰
島
願
（
明
治
二
年
三
月
二
十
一
日
） 
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【
史
料
の
解
読
】 

乍
恐
以
書
付
奉
願
上
候 

一
本
湊
町
弥
八
地
借
八
丈
嶋
織
物
渡
世
八
丈
嶋
屋 

 

与
市
奉
願
上
候
、
私
祖
父
者
八
丈
嶋
三
ッ
根
村
当
時 

 

地
役
人
相
勤
候
鉄
之
助
先
々
代
長
兵
衛
悴
ニ
而 

 

宝
暦
十
二
午
年
幼
年
ニ
而
出
嶋
仕
、
拾
ヶ
年
程 

 

奉
公
稼
仕
、
其
後
本
湊
町
住
居
相
定
り
八
丈 

 

嶋
屋
与
家
号
仕
、
年
来
八
丈
嶋
織
物
渡
世 

 

仕
来
冥
加
至
極
難
有
仕
合
奉
存
候
、
就
而
者 

 

祖
々
父
長
兵
衛
百
回
忌
相
当
ニ
付
為
報
恩 

 

墓
参
且
親
類
共
江
追
々
疎
縁
ニ
相
成
候
間
、
対 

 

面
等
仕
度
存
候
折
柄
、
八
丈
嶋
地
役
人
一
郎
儀 

 

嶋
々
御
会
所
江
御
船
并
雑
穀
拝
借
相
願 

 

候
処
、
御
聞
済
ニ
相
成
、
当
廿
五
日
出
帆
仕
候
、
君 

 

沢
形
御
船
江
便
船
相
願
度
奉
存
候
、
帰
府 

 

之
儀
者
八
丈
嶋
之
通
船
三
艘
之
内
江
乗
込 

 

当
秋
迄
ニ
帰
宅
仕
度
候
間
何
卒
格
別
之
以 

 

御
憐
愍
願
之
通
御
聞
届
被
成
下
置
候
様 

 

偏
奉
願
上
候
、
以
上 

本
湊
町 

 
 

弥
八
地
借 

明
治
二
巳
年
三
月
廿
一
日 

 
 

願
人 

與 
 

市 

印 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

家
主 

弥 
 

八 

印 

 

東
京
府 

 
 

 

御
裁
判
所 
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【
読
み
下
し
文
】 

 
 

恐
れ
な
が
ら
書
付
を
以
っ
て
願
い
上
げ
奉
り
候 

一
本
湊
町
弥
八
地
借
八
丈
嶋
織
物
渡
世
八
丈
嶋
屋 

 

与
市
願
い
上
げ
奉
り
候
、
私
祖
父
は
八
丈
嶋
三
ツ
根
村
当
時 

 

地
役
人
相
勤
め
候
鉄
之
助
先
々
代
長
兵
衛
倅
に
て 

 

宝
暦
十
二
午
年
幼
年
に
て
出
嶋
仕
り
、
拾
ヶ
年
程 

 

奉
公
稼
仕
り
、
其
後
本
湊
町
に
住
居
相
定
ま
り
、
八
丈 

 

嶋
屋
と
家
号
仕
り
、
年
来
八
丈
嶋
織
物
渡
世 

 

仕
り
来
た
り
冥
加
至
極
有
り
難
き
仕
合
わ
せ
に
存
じ
奉
り
候
、
就
い
て
は 

 

祖
々
父
長
兵
衛
百
回
忌
相
当
た
る
に
付
き
報
恩
の
た
め 

 

墓
参
り
、
且
つ
親
類
共
へ
追
々
疎
縁
に
相
成
り
候
間
、
対 

 

面
等
仕
り
た
く
存
じ
候
折
柄
、
八
丈
嶋
地
役
人
一
郎
儀 

 

嶋
々
御
会
所
へ
御
船
并
雑
穀
拝
借
相
願
い 

 

候
処
、
御
聞
き
済
み
に
相
成
り
、
当
廿
五
日
出
帆
仕
り
候
君 

 

沢
形
船
江
便
船
相
願
い
た
く
存
じ
奉
り
候
、
帰
府 

 

の
儀
は
八
丈
嶋
之
通
船
三
艘
の
内
へ
乗
り
込
み 

 

当
秋
迄
に
帰
宅
仕
り
た
く
候
間
、
何
卒
格
別
の 

 

御
憐
愍
を
以
て
願
い
の
通
り
御
聞
き
届
け
成
し
下
し
置
か
れ
候
様 

 

偏
に
願
い
上
げ
奉
り
候
、
以
上 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

本
湊
町 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

弥
八
地
借 

明
治
二
巳
年
三
月
廿
一
日 

 
 
 
 

願
人 

與 
 

市 

印 

家
主 

弥 
 

八 

印 

東
京
府 

 
 

御
裁
判
所 

 

 
 
 

【
解
説
】 

◆
本
湊
町
与
市
の
八
丈
島
帰
島
願 

明
治
二
（
一
八
六
九
）
年
三
月
二
十
一
日 

本
史
料
は
、
本
湊
町
（
現
中
央
区
湊
）
に
住
む
八
丈
島
織
物
渡
世
与
市
が
、
曾
祖
父

の
法
要
と
墓
参
り
の
た
め
に
帰
島
の
許
可
を
東
京
府
に
願
い
出
た
文
書
で
す
。
今
回
は
、

こ
の
願
書
を
読
み
解
き
な
が
ら
、
八
丈
島
と
江
戸
（
東
京
）
と
の
関
わ
り
を
見
て
い
き

ま
し
ょ
う
。 

与
市
の
実
家
は
八
丈
島
内
の
三
ツ
根
村
（
八
丈
町
三
根
）
に
あ
り
、
先
祖
は
地
役
人

を
務
め
て
い
ま
し
た
。
地
役
人
と
は
、
島
役
人
（
幕
府
か
ら
派
遣
さ
れ
て
島
の
支
配
を

行
う
役
人
。
代
官
の
こ
と
。）
と
区
別
す
る
た
め
に
つ
く
ら
れ
た
呼
称
で
、
古
く
か
ら
島

に
居
住
し
、
流
人
の
仕
置
や
年
貢
の
収
納
な
ど
村
政
全
般
を
統
括
し
た
者
の
こ
と
で
す
。 

与
市
が
江
戸
で
八
丈
島
織
物
渡
世
を
は
じ
め
る
よ
う
に
な
っ
た
契
機
は
、
祖
父
鉄
之

助
の
代
に
遡
り
ま
す
。
鉄
之
助
は
宝
暦
十
二
（
一
七
六
二
）
年
に
島
を
出
て
江
戸
で
奉

公
し
、
十
年
後
、
本
湊
町
に
店
を
持
ち
ま
し
た
。
与
市
は
、
曾
祖
父
の
百
回
忌
の
法
要

を
機
に
島
に
帰
り
、
商
売
の
繁
盛
を
先
祖
に
伝
え
、
疎
遠
に
な
っ
て
い
た
親
戚
に
も
会

お
う
と
し
た
の
で
し
た
。 

八
丈
島
の
織
物
（
黄
八
丈
）
は
、
江
戸
時
代
に
は
贈
答
品
と
し
て
重
宝
さ
れ
、
御
殿

女
中
を
は
じ
め
庶
民
に
も
好
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
鉄
之
助
が
江
戸
に
や
っ
て
き
た
宝
暦

期
は
、
江
戸
地
廻
り
経
済
の
成
長
期
で
も
あ
り
、
黄
八
丈
の
需
要
も
増
し
つ
つ
あ
っ
た
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と
思
わ
れ
ま
す
。
こ
う
し
た
動
向
と
相
俟
っ
て
鉄
之
助
の
商
売
も
繁
昌
し
て
い
っ
た
の

で
し
ょ
う
。 

東
京
府
で
は
、
与
市
の
帰
島
願
い
を
韮
山
県
・
商
法
司
に
照
会
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
、
当
時
、
八
丈
島
が
韮
山
県
の
管
轄
下
に
あ
っ
た
た
め
で
す
。
韮
山
県
で
は
帰
島
に

際
し
、
流
人
か
ら
の
書
状
や
伝
言
を
預
か
ら
な
い
こ
と
を
命
じ
て
い
ま
す
。
商
法
司
へ

の
照
会
は
、
与
市
が
、
八
丈
島
に
雑
穀
類
を
運
ぶ
君
沢
形
船
で
帰
村
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
た
た
め
で
、
こ
の
船
が
商
法
司
の
管
轄
だ
っ
た
か
ら
で
す
。
順
立
帳
に
は
、
与
市

の
帰
島
願
書
と
と
も
に
、
東
京
府
・
韮
山
県
・
商
法
司
の
間
で
や
り
と
り
さ
れ
た
文
書

が
綴
じ
込
ま
れ
て
お
り
、
当
時
の
行
政
手
続
き
の
過
程
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

 

 

＊ 

君
沢
形
船
：
安
政
元
（
一
八
五
四
）
年
十
月
、
東
海
地
震
の
影
響
で
船
を
失
っ

た
ロ
シ
ア
使
節
プ
チ
ャ
ー
チ
ン
一
行
が
、
伊
豆
国
君
沢
郡
戸
田
村
（
現
静
岡
県

下
田
市
）
で
船
大
工
等
を
雇
っ
て
建
造
し
た
ス
ク
ー
ナ
ー
型
帆
船
の
こ
と
。
地

名
に
ち
な
ん
で
君
沢
形
船
と
呼
ば
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
同
型
の
船
が
造
ら
れ

輸
送
船
や
練
習
船
に
利
用
さ
れ
ま
し
た
。 

＊ 

島
々
御
会
所
：
寛
政
八
（
一
七
九
六
）
年
に
、
伊
豆
諸
島
の
物
産
の
取
り
引
き

を
行
う
た
め
に
、
江
戸
鉄
砲
洲
（
隅
田
川
河
口
西
岸
）
に
つ
く
ら
れ
た
伊
豆
国

島
々
産
物
会
所
の
こ
と
。
こ
れ
以
後
、
こ
の
会
所
以
外
で
の
伊
豆
諸
島
の
産
物

の
取
り
引
き
は
禁
止
さ
れ
ま
し
た
。 

＊ 

参
考
文
献
『
江
戸
時
代
の
八
丈
島
』（
東
京
都
総
務
局
文
書
課
、
昭
和
二
十
五
年
） 

＊ 

出
典 

与
市
の
帰
島
願
書
に
関
す
る
文
書
は
、『
明
治
二
年 

順
立
帳 

五
』（
請

求
番
号
６
３
２-

Ｅ
２-

９
）
と
『
明
治
二
年 

順
立
帳 

六
』（
請
求
番
号
６
３

２-

Ｅ
３-

１
）
に
綴
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 


